
■
地
す
べ
り
と
は

　

地
す
べ
り
と
は
、
斜
面
の
一
部

あ
る
い
は
全
部
が
地
下
水
の
影
響

と
重
力
に
よ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

斜
面
下
方
に
移
動
す
る
現
象
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
移
動
す
る
土
の

量
が
大
き
い
た
め
、
甚
大
な
被
害

を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
い
災
害
で

す
。
ま
た
、
一
旦
動
き
出
す
と
こ

れ
を
完
全
に
停
止
さ
せ
る
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
す
。
日
本
で
は
、

地
質
的
に
地
盤
が
弱
い
こ
と
に
加

え
、
梅
雨
・
台
風
な
ど
の
豪
雨
や

雪
解
け
水
に
よ
り
、
毎
年
各
地
で

地
す
べ
り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

滝坂地すべりを考える滝坂地すべりを考える
～公共・地域の安全に向けて～

　

滝
坂
地
区
で
は
、
昔
か
ら
地
す

べ
り
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
昭

和
24
年
の
地
す
べ
り
被
害
後
、
県

な
ど
の
関
係
機
関
へ
対
策
要
望
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
33

年
度
に
地
す
べ
り
防
止
区
域
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
福
島
県
に

よ
る
地
す
べ
り
対
策
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
６
年
３
月
の
融

雪
に
よ
り
地
す
べ
り
活
動
が
活
発

化
し
、
各
所
で
道
路
の
段
差
や
亀

裂
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

さ
ら
な
る
活
動
の
活
発
化
が
心
配

さ
れ
た
た
め
、
平
成
８
年
度
か
ら

は
地
す
べ
り
対
策
が
国
の
直
轄
事

業
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

平
成
８
年
に
は
、
南
部
ブ
ロ
ッ

ク
に
位
置
す
る
袖
の
沢
排
水
ト
ン

ネ
ル
（
下
写
真
）
が
福
島
県
事
業

で
完
成
し
、
そ
の
後
平
成
16
年
度

ま
で
は
国
に
よ
り
主
に
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
の
集

し
ゅ
う

水す
い

井せ
い
※
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
17
年
度
以
降
は
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
に
着
手
し
、
平
成
27

年
に
北
部
排
水
ト
ン
ネ
ル
が
完

成
、
現
在
は
大
石
西
山
地
区
の
排

水
ト
ン
ネ
ル
と
集
水
井
の
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▲ 下沢の目地区の集水井▲ 下沢の目地区の集水井

 滝坂地すべりの全景 

※
集
水
井
（
し
ゅ
う
す
い
せ
い
）

　

地
す
べ
り
を
防
止
す
る
た
め

に
、
地
表
か
ら
は
排
水
で
き
な
い

地
す
べ
り
面
付
近
の
深
層
の
地
下

水
を
井
戸
に
集
め
た
後
に
排
水
す

る
た
め
の
設
備
。

明治21年 （1888）

松坂地区南部で地すべり発生、耕地が荒廃。

明治38年 （1905）

常盤地区一帯がすべり、人家11戸が移転。

昭和20年 （1945）  ～  23年 （1948）

沼田地区上沼付近が活動、上沼が徐々に大き
くなる。

昭和24年 （1949）２月27日

松坂地区一帯がすべり、田畑5.8㌶が荒廃、人
家14戸が移転。

昭和33年 （1958）

引牧地区住宅に地割れ発生、人家11戸が移転。
地すべり防止区域に指定され、福島県が地す
べり防止対策工事に着手。

昭和35年 （1960）５月１日

滝坂自治区ほぼ全域に地すべり発生。各所に
深さ30㌢程度の亀裂を生じ、笹川河道は押し
出し土砂で閉塞。

昭和45年 （1970）  ～  49年 （1974）

昭和44年８月の集中豪雨で地すべり活動が活
性化、阿賀川河岸部の隆起が顕著。

平成６年 （1994）３月

袖の沢、沼田地区を中心に地すべり発生、阿
賀川に土砂が流出。

平成８年（1996）

建設省（現 国土交通省）の直轄事業になる。

 滝坂地すべりの経過 

▲ 袖の沢排水トンネルの内部。延長は 785㍍に及ぶ。▲ 袖の沢排水トンネルの内部。延長は 785㍍に及ぶ。

対
策
事
業
の
経
過

滝
坂
地
す
べ
り
の
概
要

■
滝
坂
地
す
べ
り

　

日
本
最
大
級
の
地
す
べ
り
と

い
わ
れ
る
「
滝
坂
地
す
べ
り
」

は
、
新
郷
・
豊
洲
地
内
の
阿
賀

川
と
笹
川
の
合
流
点
右
岸
に
位

置
し
、
南
北
約
２
・
１
㌖
、
東
西

約
１
・
３
㌖
、
面
積
約
１
５
０
㌶

（
さ
ゆ
り
公
園
の
約
11
倍
）、
最

も
深
い
地
す
べ
り
面
の
深
さ
は
約

１
４
０
㍍
、
移
動
土
砂
量
は
約

４
８
０
０
万
立
方
㍍
（
東
京
ド
ー

ム
約
40
杯
分
）
の
大
き
さ
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
３
㌻
の
全
景
写

真
の
よ
う
に
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
と
北

部
ブ
ロ
ッ
ク
に
大
き
く
区
分
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
対
策
事
業

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

・地面がひび割れる、陥没する

・崖や斜面から水が出る

・井戸や沢の水が濁る

・樹木が傾く

・亀裂や段差が発生する

地すべりの前兆現象

（提供：阿賀川河川事務所）

銚子の口（令和４年４月撮影）銚子の口（令和４年４月撮影）
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仮
に
、
滝
坂
地
す
べ

り
の
活
動
に
よ
り
銚
子
の

口
付
近
の
河か

道ど
う
※
が
塞
が

れ
る
と
、
阿
賀
川
上
流

の
浸
水
域
が
約
53
平
方

㌖
（
町
面
積
の
17
㌫
）
拡

大
し
、
西
会
津
町
以
外
に

も
、
喜
多
方
市
や
会
津
坂

下
町
、
湯
川
村
を
含
む
約

２
４
０
０
世
帯
に
被
害
が

及
ぶ
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
範
囲
に
は
、
磐

越
自
動
車
道
や
国
道
49
号
、

Ｊ
Ｒ
磐
越
西
線
が
通
っ
て

お
り
、
被
災
に
よ
る
影
響

は
非
常
に
大
き
い
も
の
に

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
閉
塞
部
が

決
壊
し
て
土
砂
が
流
出
す

る
と
、
下
流
域
で
は
、
新

潟
県
阿
賀
町
に
お
い
て
約

21
平
方
㌖
の
氾は

ん

濫ら
ん

面
積
と

約
１
６
０
０
世
帯
へ
の
家

屋
被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

被
害
想
定

　

滝
坂
地
す
べ
り
対
策
事
業
が
完

了
し
た
場
合
、
地
す
べ
り
の
活
動

が
収
ま
り
、
河
道
が
塞
が
れ
た
こ

と
に
伴
う
上
流
へ
の
湛た
ん

水す
い
※
や
下

流
へ
の
土
砂
流
出
な
ど
に
よ
る
被

害
の
恐
れ
が
解
消
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
最

大
30
㍍
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
最

大
50
㍍
以
上
の
地
下
水
位
の
低
下

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
置
さ

対
策
事
業
に
よ
る
効
果

　

平
成
28
年
よ
り
、
延
長
が
１
㌖

を
超
え
る
大
石
西
山
排
水
ト
ン
ネ

ル
へ
の
集
水
井
の
接
続
や
、
集
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
地
す
べ
り
が
比
較
的
大
き
く

確
認
さ
れ
て
い
る
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

中
央
部
の
排
水
や
阿
賀
川
護
岸
の

対
策
を
行
え
る
よ
う
、
専
門
家
の

意
見
に
基
づ
い
て
、
引
き
続
き
対

策
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
の
対
策
事
業

 滝坂地すべり対策事業計画 

れ
た
29
か
所
の
観
測
点
（
南
部
ブ

ロ
ッ
ク
14
か
所
、
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

15
か
所
）
を
基
に
比
較
す
る
と
、

平
成
７
年
度
に
は
平
均
で
年
間

22
・
８
㌢
あ
っ
た
地
表
の
移
動
量

は
、
令
和
２
年
度
に
は
平
均
で
年

間
１
・
７
㌢
と
な
り
大
き
く
減
少

し
て
い
ま
す
。

（提供：阿賀川河川事務所）

　事業期間は、昭和 33 年度（1958年度）から令和 10

年度（2028年度）としており、事業の進
しん

捗
ちょく

率は令和

元年度（2019年度）末時点で全体の約 82㌫。

 滝坂地すべりの活動により想定される被害範囲 （提供：阿賀野川河川事務所）

〈
問
い
合
わ
せ
先
〉

　

建
設
水
道
課　

管
理
係

　

☎
45
―
４
５
３
０

　

阿
賀
野
川
水
系
に
お
け
る
関
係

自
治
体
で
は
、
期
成
同
盟
会
を
組

織
し
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
と
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整

備
局
阿
賀
野
川
河
川
事
務
所
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

滝
坂
地
す
べ
り
以
外
に
も
、
県

道
上
郷
・
下
野
尻
線
、
県
道
新
郷
・

荻
野
停
車
場
線
の
整
備
や
、
国
道

49
号
の
整
備
（
会
津
防
災
事
業
）

な
ど
の
期
成
同
盟
会
を
組
織
し
て

い
ま
す
。
国
や
県
と
の
連
絡
体
制

を
構
築
し
て
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
図
り
、
地
域
の
安
全
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か

け
て
、「
県
道
上
郷
下
野
尻
線
及

び
新
郷
・
荻
野
停
車
場
線
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
」
と
「
阿
賀
野
川

水
系
直
轄
砂
防
・
地
す
べ
り
対
策

促
進
期
成
同
盟
会
」
に
よ
る
要
望

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
薄
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
役
員
が
北
陸
地

方
整
備
局
な
ど
を
訪
問
し
、
要
望

内
容
の
説
明
や
要
望
書
の
提
出
を

行
い
ま
し
た
。

　

公
共
・
地
域
の
安
全
に

　

向
け
た
活
動

県
道
上
郷
・
下
野
尻
線
及

び
新
郷
・
荻
野
停
車
場
線

整
備
促
進
期
成
同
盟
会

　

新
郷
地
区
の
自
治
区
長
と
町
及

び
町
議
会
で
組
織
す
る
「
県
道
上

郷
・
下
野
尻
線
及
び
新
郷
・
荻
野

停
車
場
線
整
備
促
進
期
成
同
盟

会
」
は
、
６
月
23
日
に
町
役
場
大

会
議
室
で
総
会
を
開
催
し
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

総
会
後
に
は
、
会
長
の
薄
町
長

を
は
じ
め
、
副
会
長
や
理
事
の
７

人
が
県
道
を
管
理
す
る
福
島
県
喜

多
方
建
設
事
務
所
を
訪
問
し
、
道

路
の
拡
張
や
消
雪
施
設
の
整
備
に

お
け
る
地
域
課
題
を
盛
り
込
ん
だ

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

▲ 喜多方建設事務所を訪問▲ 喜多方建設事務所を訪問

阿
賀
野
川
水
系
直
轄
砂

防
・
地
す
べ
り
対
策
促
進

期
成
同
盟
会

　

阿
賀
野
川
水
系
に
位
置
す
る
実

川
、
馬
取
川
流
域
（
新
潟
県
阿
賀

町
）
の
直
轄
砂
防
事
業
及
び
滝
坂

地
区
の
直
轄
地
す
べ
り
対
策
事
業

が
円
滑
に
推
進
さ
れ
、
公
共
の
安

全
と
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
町
を
は
じ
め
阿

賀
町
、
喜
多
方
市
と
各
議
会
、
東

北
電
力
株
式
会
社
会
津
若
松
支
社

で
組
織
さ
れ
た
本
同
盟
会
の
総
会

が
、
７
月
６
日
に
町
役
場
大
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
令
和
元
年
度
の
総

会
以
降
、
感
染
症
拡
大
に
伴
い
活

動
が
休
止
さ
れ
て
い
た
事
業
内
容

と
収
支
決
算
が
報
告
さ
れ
、
本
年

度
の
事
業
計
画
と
予
算
、
役
員
の

改
選
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

改
選
は
、
薄
町
長
を
会
長
と
し
て

副
会
長
ほ
か
全
役
員
が
再
任
と
な

り
ま
し
た
。

　

総
会
が
終
了
す
る
と
、
国
土
交

通
省
北
陸
地
方
整
備
局
阿
賀
野
川

河
川
事
務
所
の
堀
内
崇
志
所
長

が
、
今
後
の
砂
防
・
地
す
べ
り
対

策
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
、「
直
轄
地
す

べ
り
対
策
事
業
開
始
前
に
観
測
さ

れ
て
い
た
地
表
変
動
が
、
事
業
の

進し
ん

捗ち
ょ
くに

伴
い
令
和
２
年
度
に
は
大

き
く
減
少
し
て
い
る
」
と
い
っ
た

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
た
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

７
月
11
日
に
は
、
国
土
交
通
省

北
陸
地
方
整
備
局
及
び
国
土
交
通

省
北
陸
地
方
整
備
局
阿
賀
野
川
河

川
事
務
所
を
訪
問
し
、
要
望
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
よ
り
会

長
、
副
会
長
、
理
事
の
計
４
人
に

制
限
し
た
活
動
と
な
り
ま
し
た
。▲ 北陸地方整備局を訪問▲ 北陸地方整備局を訪問

　

そ
れ
ぞ
れ
に
会
長
の
薄
町
長
が

要
望
内
容
を
説
明
し
、
局
長
お
よ

び
所
長
が
要
望
書
を
受
け
取
る

と
、「
本
事
業
の
重
要
度
は
非
常

に
高
く
、
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

さ
ら
に
事
業
を
進
め
て
い
く
」
と

の
回
答
を
受
け
ま
し
た
。

▲ 北陸地方整備局へ要望▲ 北陸地方整備局へ要望▲ 阿賀野川河川事務所へ要望▲ 阿賀野川河川事務所へ要望

※
湛
水
（
た
ん
す
い
）

　

河
道
閉
塞
（
天
然
ダ
ム
）
に
よ
り

上
流
側
に
水
が
た
ま
っ
て
池
の
よ
う

に
な
り
、
道
路
や
家
が
水
に
浸
か
る

被
害
が
発
生
す
る
こ
と
。

※
河
道
（
か
ど
う
）

　

河
川
の
流
水
が
流
れ
下
る

部
分
。
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